憲法集会アピール（案）
10月31日の衆議院選挙を終え、当選者の77％が改憲に「賛成」だと報じられています。また、岸田氏は「総裁任期中に改憲の実現をめざす」と明言しています。私たちは、明文改憲と引き続き安倍・菅政権下ですすめられてきた実質改憲の動きを一体にして、たたかわなければなりません。しかしこのたたかいは、憲法9条の価値を輝かせるとともに、必ずや、憲法を生かすまともな政治を拓くものとなるはずです。
安倍政権は、従来の政府の9条解釈を一方的に改め、安保関連法を強行しました。菅政権も敵基地攻撃能力や空母の保有を進め、バイデン大統領に日本の軍事拡大を約束しました。岸田政権もこの延長線上にあります。来年度の防衛予算は5兆4797億円と、今年度をはるかに上回ります。そのうえ自民党は、「GDP比2％以上の防衛費」という凄まじい軍拡を求めています。このところ相次いでなされている北朝鮮によるミサイル実験や、日米英等による軍事共同演習、中国機による台湾の防空識別圏への侵入など、東アジアで緊張が高まっているのは確かです。

しかし、憲法9条をもつ日本の役割は、それを軍事的な紛争にしない、国際法に基づき外交によって解決を促すことです。アメリカと一緒になって中国を軍事的に封じ込め、緊張を高めるなど絶対にしてはなりません。そもそもコロナ・パンデミックや気候危機といった人類史的危機に直面しているいま、軍事に力を入れるのは愚の骨頂です。
安倍・菅政権は、憲法や法律・手続きを軽視し、官僚や専門家を政権運営のために利用してきました。憲法53条に反して臨時国会を召集しない、政権に不都合な学者は日本学術会議会員に任命しない、官僚には「忖度」を強いる、といった具合でした。その結果、科学的裏付けも適切な説明もない、チグハグなコロナ対策が感染状況を悪化させ、人びとのいのちや暮らし、生業や学びを深刻な状況に陥れました。折しもここ30年、自民党政権によって進められた富裕層を優遇し、貧困層に自己責任を強いる新自由主義改革と相まって、生きていくことすら困難な人たちをたくさん生んだのです。
衆議院選挙を終えたいま、私たちは改めて憲法を守り生かす運動を展開していく必要があります。それは、第一に憲法9条の明文改憲を許さず、9条に反する動きをくい止めるだけでなく、9条の理念を具体化していくことです。今の東アジアの緊張を、憲法9条を生かした対話の力で解こうではありませんか。そして安保関連法を廃止し、アメリカとの軍事的一体化路線と決別し、東アジアでの平和の枠組みづくりに取りかかりましょう。核兵器禁止条約を批准し、辺野古の新基地建設を撤回させましょう。政治に働きかけるとともに、私たち自身も知恵を出し合いましょう。第二に、憲法13条の「個人の尊重」に基づいた取り組みを地域や職場、学校などあらゆる場で実現し、多様性を認めジェンダー平等を推し進め、誰もが自分らしく生きていける社会を目指そうではありませんか。新自由主義路線とも決別しなければなりません。
本日、私たちはここ円山で憲法集会を開催し、改めて「日本国憲法を守り生かそう」という意志を固めました。いのちと暮らし、平和を守るにはこの道しかありません。ともに歩んでいきましょう。
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